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はじめに 一 「海運」という蒐集家 一

明治の東京を代表する洋風建築といって思い浮かぶひとつに、海運橋の第一国立銀行がある。

文明開化を象徴する新しい名所として、 銀座煉瓦街と並び、 多くの錦絵にも描かれた建物であ

る。 その第一国立銀行の対角で、 楢崎正三郎（正兵衛）という人物が一軒の紙商を営んでいた

（図1 • 2)。 生年は未詳であるが、 明治33年(1900) 3月20日に40歳で亡くなったと伝えられ

ている。 この楢崎という人物、 本業は紙商であるが、 明治期の蔵書家としてある程度知られた

存在であった。 3月21日付の大阪朝日新聞には、 饗庭菫村の筆とされる「楢崎海運氏逝く」と

いう次のような記事が掲載されている。

海運は文学を作るの人にあらずして、 文学に侠なる人なりしなり。 淡島寒月（愛鶴軒）

が、 西鶴の紹介者として、 露伴紅葉の益友として、 名を文場に知られたるが如く、 海運は

多く世に知られざりしなり。 豊芥子が手に飾を持ちて、 其業にいそしむ間も、 その目は巻

峡の上を放たざりしが如く、 海運は牙籠をとって、 錨蛛をだも荀せざる間に於て、群書を

渉猟し、 美術を愛尚して措かざりしなり。 読み得たる所は之を知友の間に披講して、 未だ

見ざる人あらば千金の珍といへども庫を開いて閲覧せしむ。 露伴の如き、 太華の如き、 此

文庫中より得たるもの決して勘しとせず。其文学に侠なりしこと斯の如し。頃日病で卒す。

惜しむべき哉。氏は通称を奈良屋正三郎といひ、東京日本橋区阪本町なる紙屋の主人なり。

＊当館学芸員
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海運は其号にあらねども、 家、 海運橋に在るを以て、 同人の戯れに呼びしが遂に名となり
2) 

しなり。 享年四十。 充棟の堆書、 また誰が手に幡かれん。

彼は楢崎正三郎の名よりも、 自分の家が海運橋のたもとにあることから、 「戯れに」自らを呼

んだ 「 海運」の名で知られた人物であった。 この記事を書いたとされる饗庭菫村は、 根岸党（根

岸派）と呼ばれる文士たちの集まりの中心的存在であった。 根岸党は、 筆村、 森田思軒、 幸堂

得知を発起人として明治23年(1891)に結成された、「根岸あたりの閑静な地に居をさだめた文

士や画家が自然に集まって遊んだ」、 いわば遊び仲間の会合であった。前述の3 人のほか、須藤

南翠、 高橋太華、 関根只好、 宮崎三昧、 幸田露伴、 久保田米傷、 富岡永洗とともに、 楢崎海運
の み ぬ け むじん

もそのメンバーの一人であった。 根岸党の活動＝「遊び」は、「二日旅行」と「能美努計無尽」

の二つからなっていた。「二日旅行」は、 毎月 一 回行われた一泊二日の旅行で、 これらの旅の記

録はメンバーらによって「草鞘記程」「月ヶ瀬紀行」などの紀行文として残されている。「能美

努計無尽」は、 要するに酒盛りのことで、 こちらも頻繁に催されていたようだ。 海運は、 これ

らの旅行や会合にかなり参加していたようで、 先に挙げた「草鞘記程」にも、 参加者の一人と

して名があげられている。 この紀行文には、 同じく旅に参加していた富岡永洗が描いた参加者

らの挿し絵が付されているが、 海運の姿もその中に見ることができる。 この根岸党の活動を通

して、 海運は明治期に活躍した文化人らとの交流を深めていたようで、 種々の随筆や日記に彼

の名がしばしば登場してくる。

例えば露伴は、 昭和7年 (1932)12月24日の夜に開かれた座談会で次のように海運について

語っている。 この座談会は、 雑誌『文藝春秋』の企画で行われたものであり、 翌年の2月号に

「幸田露伴氏に物を訊く座談会」として掲載された。

千葉 先生は西鶴物などはどの位でお買ひになりました。

露伴 私などはあまり買はない。 買ったのは他のハタケのもので、軟いものは淡島 （寒月）

などに借りて読んだんです。 淡島、 それから海運橋の楢崎、 これなどはさういふ本が

好きでしたネ。

（中略）

小島 海運橋の楢崎といふのはどういふ人です。

露伴 紙屋さんです。 洒落れた人で、 その時分の浮世新聞などには、 時々奈良茂大尽なんて

書かれたりしました。金も費ふし遊びもしたので。その人は私等とは丸で違ふんです、

商売が紙屋さんですから。 たゞ好事で、 おもしろみ本位で本を買つて蒐めてゐたんで
5) 

す。（後略）

菫村や露伴の伝えるところから、 本業の傍ら、 黄表紙や洒落本など、 江戸のいわゆる軟文学
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を趣味で集め、 それを交流のある文学者たちに貸していた、という海運の人物像をかいま見る

ことができる。 さらにその人物像を伝えるエピソ ー ドは、三村竹清の 「本之話」や、林若樹の
6) 

「若樹随筆Jといった随筆に残されている。 いずれも内田魯庵からの伝聞ということで紹介さ

れており、 内容に大きな差違はない。 それによると、内田は「好事家楢崎の家にハ余度々訪れ」

ており、 親交があったようだ。 内田自身、 草稿の類など明治25、 6年頃まで収集していたが、

ある日楢崎のもとを訪れた際に、「馬琴の手紙を買ひたる話をしたるに、我が家にも馬琴の手紙

あれど、 始末がつかねば、ほしくばよきものを引ぬきて持帰り給へとて、出せしを見れば、大

凡ーと抱へほどくご縄にてからげあり」、その 様子を見て「最早骨折りて集むる勇気無くなり」、

古物の収集をやめるきっかけとなった。 また、海運には 「森羅万象」 と題する貼込帖が数々あ

り、「短冊などは、 濶尾薄雲等の名姑を年代別にして貼込」んだすばらしい物で、「その滓なら

ん束にしたるもの戸棚の中二沢山ありしか其中二さへ面白きもの沢山あ」ったという。彼のコレ

クションは、広重の名所絵や、様々な錦絵、はては春本と幅広く、特に黄表紙は300冊近くあり、

いずれの表紙も戯作者の紋散らしの紙を用い、作者毎に色をかえるなど、「紙は御手のものなれ

ばなるべし」 と魯庵が評するように、紙商ならではの装丁を施していたそうだ。 この黄表紙の

コレクションは、森銑三によれば、その後加賀豊三郎の所蔵となった、という。 森は、「加賀翠

渓翁とその蒐書」で、 「しかし加賀翁の蒐書として最も誇るべきものは、 何といつても千部を超

えている黄表紙に止めを刺さう。 これは海運橋の楢崎氏の蔵書が纏まつて這入っているのであ

り、 上野圏書館その他の黄表紙と較べると、保存のよい本に、 更に手入れがしてあって、それ
8) 

だけに讀易い。」 と、 質・量ともに類をみないコレクションとして高く評価している。 この海運

の黄表紙コレクションは、加賀の蔵書が都立日比谷図書館に移る際、ともに同図書館の所蔵と

なり、 現在東京都立中央図書館において加賀文庫として閲覧．公開されている。 ちなみに海運

橋のたもとにあった楢崎の家の前を通りかかると、 土蔵の窓から積み重ねた本箱が見えていた

という。

さて、 この楢崎海運、 先に述べたように、 明治33年に他界したが、彼の蔵書のその後につい

ては、林若樹が次のような事情を伝えている。

楢崎氏の家ニハ餘程善きものありしなるへし。 去年【割註・明治三十六年】頃此家のもの

ハ高橋太華山人や幸堂得知翁の手二て諸方二売られしか、金額にして六千円位になりしと
9) 

いふ。 二束三文二うりてうった金額なれは、 其面白きものたる想像することを得へし。

彼の膨大な蔵書は、次代に継承されることなく、 死後わずか 3 年で、おそらくは遺族の希望

によって売りに出され、諸方に散逸してしまったようだ。 先述したように、彼のコレクション

のうち、黄表紙については、加賀豊三郎の手を経て都立中央図書館に現存しているが、 その他

に彼がどのような物をどのように蒐集していたのか、今となっては知るすべもない。 「高尾薄雲
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等」の「短冊」、「馬琴の手紙」、「 黄表紙」、「広重の景色絵」、「其他の錦絵」、「春本」、「黙阿弥

下絵」、「大津絵の三尊仏」。魯庵や若樹、竹清らの残した逸話から想像する に、彼の興味の対象

は、 も っぱら江戸の庶民が享受していた 文 化に根ざしていた 物、 具体的には版本や摺物・錦絵

といった 一枚物、馬琴 などの江戸の文人 に関わる 物に向けられていたようで、 漢籍や古文 書と

いったような学問的関心に基づく蔵書ではなかったようだ。

こ うした 海運のコレクションの傾向を、 具体的に知ることの出来る資料が、 本稿で紹介する

「雙六類衆」 である。 彼 は、 双六のコレクタ ー でも あった。 海運の黄表紙のコレクション が、

一旦、 加賀豊三郎という他人の手に渡って、 そのコレクションの一 部として現存していること

を考えると、 そこ から海運自身の蒐集の意図をくみ取ることは困難であろう。とこ ろがこの「雙

六類緊」の場合、 海運自身の手によってまとめられた状態そのままで、 まとまった資料群とし

て完全な形で残されているのである。 本稿では、この「雙六類緊」 を手掛かりとしてとり あげ

た い。 この資料の分析を通して、 明治という新しい時代 に、「旧い」時代の物に固執した 、 楢崎

海運という一 蒐集家の存在と、 その思いのなにかしらを、 そこ から見いだすことができる はず

である。

1.「雙六類緊」について

「雙六類緊」 は、 東京国立博物館が現在 所蔵している 、 全部 で70点の絵双六 が張り込まれた 貼

込帖 である。縦43. 4センチ、横30.8センチ、 厚さ4.6 センチと、 かなり大きな帖 である。 貼り込

まれた 絵双六 は、 木板摺画のみならず 、 肉筆のものも含まれている。

表紙は宝珠文の布 張り で、 墨書で「雙六類衆」と記された題箋が貼られており 、 左下には、

帝室博物館の所蔵票 3 点 が貼付されている（図3 - 1）。 この所蔵票のひとつには、「明治 三十

六年」「 購入」という記載を認めることができ、 明治 36年(1903) に購入によって帝室博物館に
1 0) 

入ったことをうかがわせている（図3- 2)。 貼り込まれている 絵双六の多くは、 帖の片面ある

いは見開きに収まるように化粧断ちをした状態で貼り込まれている が、 そ れを越える大きさの

ものは、 裏打ちを施した上 で、 見開きに貼り込まれ、 さらに折り畳んだ状態で帖 におさめられ

ている。 また 、 表紙・裏表紙をくるんでいる 布の文様とあわせたのであろう、 裏打ちには宝珠

が一面に散らされた紙が使われている。

さて、 貼込帖の冒頭には、勝海舟による讃が寄せられ、 巻末には仮名垣魯文の祓文 が添えら

れている（図 4 • 5)。 この祓文 は、「雙六類衆」の伝来など について、 手がかりとなる唯一の

資料である。

雙六 盤の木肌太きは持運びの便ならずとて、紙に摸しものせしより中興、こ れに絵を加へ、

様々の種類も 出来て、刊行の物世に多く、 双六の名は盤上の厚きより紙面の薄きに奪はれ、
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あら玉の年立返る旦、貴賤の童子これを翫ばぬはなく、然ば往時小学の盛んならぬ頃、仏

法浄土雙六の図に未来を説き、官職補任双六の譜に現世を示し、嬉戯玩弄の中おのづから

婦幼を諭し、雅童を導くの案内となし＞より、人生の道中雙六行廻り、二百年の昔を今に

としとしの新板、此種類の旧きを棄ず、青丹よしなら崎の若主人、紙震ぐ家のよすが、此

反古どもの世に散楽れたるを取集め、部類を分ちて一峡宛に製されしを、余一日勝海舟翁

の許に携へて見参らし＞に、年経し反古の好事の手に斯く修復して蘇生りしは、故人柳亭

が還魂紙の材料となれる物ぞと仰ありしをその儘に 後に 記す

仏骨庵主仮名垣魯文述

この跛文によると、魯文がこの貼込帖を携えて海舟のもとを訪れたとある。 冒頭にある海舟

の讃は、その時に識したものであろう。 讃には「丁亥仲春」 とあるので、明治20年の2月ごろ
1 1) 

にあたる。 「海舟日記」によると、この年の1月と3月に、魯文は海舟のもとを訪れている。 こ

の頃の魯文の訪問が、この帖を持参してのことであったと考えられ、そしてそれは、おそらく

この帖を仕立てた人物の依頼によってなされたものと推察される。 魯文は、その人物について、

「旧きを棄ず、青丹よしなら崎の若主人、紙蓑ぐ家のよすが、此反古どもの世に散荼れたるを

取集め、部類を分ちて一峡宛に製されし」と紹介している。 「紙惣ぐ家」、つまり紙商を営んで

いる「なら崎の若主人」、この人物こそ、先に紹介した楢崎海運、その人なのである。

ところで、この「雙六類衆」については、すでに複数 の研究者によって、紹介されてきた。 管

見の限りだが、昭和4 (1929)年に刊行された『日本風俗史講座』に収められた有馬敏四郎の

「遊戯」が初めてと思われる。 この論考の中で、有馬は絵双六の歴史を述べる部分の冒頭で、

「繕双六の種類は甚だ多く、博物館所蔵のもののみでも六十八程もあつてそれについて一々述

べる事は出来ないが、その名稲を以下に列畢して見よう。」とし、続いて計62点の双六の名称を

挙げている。 また、本論中および口絵で、合わせて9 点の双六を写真図版として掲載している。

有馬はここでは「帝室博物館所蔵の双六」 とするばかりで、「雙六類衆」の名は一度も登場しな

い。 しかし、紹介されている双六の名称および図版から、あきらかに「雙六類緊」に収められた

絵双六と判断して間違いない。
12) 

「雙六類衆」を「雙六類緊」として、最初に詳しく紹介したのが、関忠夫の「「雙六類衆」雑考」 で

あろう。 関は論考の冒頭で「ここでは、その中にみられる画工の名を拾って若干の知見を加え、

つぎに数点について板行年代を考察し、後考の参考としたい」と述べているとおり、「雙六類緊」

の全体像の紹介を目途とはしていない。 だが、そこで取り上げた個々の双六については、特に

画エと制作年代に重点をおいてかなり詳細に検討されている。

両氏とも、「雙六類衆」に貼り込まれた絵双六の考証に焦点をあてており、この貼込帖の制作

者、成立年代といったことには言及していない。 貼込帖の存在は、比較的早くから知られてい

たのだが、それがだれの手によるものであったか、久しく明らかにされず、またさほどの 関心
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も向けられずにいたのである。

本稿では、 この 「雙六類緊」という画帖の 全体像の 紹介も、 目的の 一つとしているので、 当

然貼り込まれた 一点 一点の双六がどのようなものであったか、 についても個々に考察を加えて

いく。 ただし、 その際には、 従来のように個々の双六の考証に重点を置くことはせずにおきた

ぃ。 ここに貼り込まれた70点の双六は、 明治の 一コレクタ ー、 楢崎海運という人物によって蒐

集され、 貼込帖という形態にまとめ上げられた。 その作業の過程では、 当然コレクタ ーである

海運自身の意図が色濃く反映していると考えられる。 ここでは、 その 「コレクタ ーの意図」に

着目したい。 どのような双六がどのような配列で、 この帖にまとめられているか、 その点を分

析することで、 逆にコレクタ ーの意図を浮かび上がらせてみたい。

2.「雙六類緊」の全容

「類緊」とは、 小学館の 『日本国語大辞典』によれば、 「同じ種類の事柄を集めること。 また、

その集めたもの」という意である。 例えば菅原道真が編纂した平安前期の史書『類緊国史』は、

六国史の 記事を、「神祇」「歳時」などの項目ごとに分類し、 さらに年代順に排列したものであ

る。 平安中期の法制書である『類緊三代格』 も、 三代格の 記事を同じように項目ごとに分類し

たものである。

海運はこの貼込帖に「雙六類緊」 の名を与えている。 題名に「類緊」との語を使用している

ことは、 ここに貼り込まれた双六が、 何らかの基準によって分類・配列されているということ

を意味していると考えられる。 つまり海運はまったく無作為にこれら70点の双六を貼り込んで

いったのではなく、 一定の分類基準に沿って、 自ら所蔵する双六を分類し、 ここに「類緊」 と

した、 と考えられるのである。

本稿末の表は、 「雙六類緊」に貼り込まれた70点の双六を、 その配列順に 一覧にしたものであ

る。 以下、 この表の番号に沿って説明していく。

冒頭には、 先述のとおり、 勝海舟によって識された次のような讃がある。

浮雲時

事改処

月此心

明

丁亥仲春

海舟

この讃に続き、 次の 丁から絵双六が登場するが、 まず 1 ［浄土双六］ 2 ［官職双六］3 ［御
13) 

大名出世 双六］の3点が並ぶ。 最初の［浄土双六］は、 極彩色で描かれた、 肉筆のかなり大き
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なものであり、 作者・年代など、 制作時の状況を知るための情報はいっさい見受けられない。

2の［官職双六］と3 の［御大名出世 双六］は、 木板墨摺のものである。 この 2 点は、 宮中や

幕府での昇進の過程をテ ーマにした、 いわゆる「官位双六」と呼ばれるものにあたる。 官位双

六は、 浄土双六とともに、絵双六の歴史上、 初期の形であるとの通説が江戸時代 以来あり、 こ

れらに属する3 点の双六が帖の 冒頭に貼り込まれているということは、 初期の形式をまずは示

しておきたい、 との海運の意図の現れであろう。 特に 1 の［浄土双六］は、 極彩色の 肉筆本で

あり（図6)、 この貼込帖中 最も華やかな 一点である。 海運としては巻頭を飾るに相応しい、 自

慢の 一点であったのであろう。

4から6 には、 浄土双六に属する3点が並ぶ。 いずれも木板墨摺のものである（図 7 ）。 一般
14) 

に、 浄土双六は万治・寛文年間に庶民の遊戯として普及したと考えられており、 1 の豪華な浄

土双六に対して、 これら墨摺のものは浄土双六の普及の過程を見る上で興味深い資料である。

7 「古今大将双六」 以下、 10までの4点の双六は、 画面構成など形式的に非常に似通ってい

る （図8 • 9)。 作者名や板元名がなく、 制作年代は特 定できないが、絵柄から見て元禄前後の

ものと推察される。 注目したいのは、 この4点すべてが、 数字を目とする賽ではなく、「南無分

身諸仏」という漢字を目とする賽を使用することを前提に作られているという点である。 これ

はあきらかに浄土双六の流れをくむものであり、 海運もお そらくはこの点に 着目して、 これら

4点をまとめて、 初期の形式としてここに貼り込んだのだろう。

次の 2 点は、 道中双六にあたるものである。 11は西村屋与八を板元に、 安永4年(1775) の

正月に出された、 東海道五十三次を巡る道中双六である。 1 2は、 1 1 より30年ほど古い、 寛保3

年(1743 ) の刊記を持つ （図10 )。 こちらは、 木曽道中をテ ーマとしている。 絵双六の流行は、

だいたい元禄期を境に、 浄土双六から道中双六に移行していく。 道中双六は、 その後現在に至

るまで、絵双六のいわば 「 定番」として 定 着していくが、 ここに挙げられた 2 点は、 その道中

双六に該当するもののうち、 初期に作られた物である。 浄土双六と、 その流れをくむ4点の絵

双六に次いで、 海運が初期の道中双六を配列したことは、 浄土双六から道中双六へ、 という絵

双六の歴史の流れを意識してのことであろう。

13から16の4点には、絵師や板元名の名が見られ、 制作時期も、 正徳から安永ごろと、 比較

的限られた時期と推 定できるものが並べられている。 13の「諸商人雙六」 （図1 1) は、 上がりの

部分に描かれた衝立にある隠し落款から、 元禄期に活躍した浮世絵師の 一人である石川流宣の

作品であることが分かる。 振り出しに 「南無分身諸仏」の文字があることから、 先述した7か

ら10の双六と同様、 比較的初期のものに分類される。 なお、 振り出しの「南無分身諸仏」の文

字の下には、 ーから六までの数字が朱書きで書き加えられている。 いつの段階か、 この双六を

手にした人物が、 分かりやすいように数字に置き換えたのだろう。 13は墨板に筆彩が施され、

各マスの描写も細部にわたっており、 丁寧なつくりとの印象をもつが、 あとの3点も、 同様に

筆彩が施されたり、 墨 一色でもかなり丁寧な仕上がりになっており、 この時期の双六としては
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比較的 凝 った 内容のものがここに集められていると 言えよう。

対 照的に、 1 7以 降、 31 までの1 5 点は、 制作 時期は前の4点と 近く、 享保期を中 心としている

が、 いずれも墨 一色で摺られた、 どちらかというと 簡素な双六である 。 近藤助五郎清春の作品
15 ) 

3点 が見られるとともに （図1 2 • 1 3 ) 、 当 時の 芝居狂言を 題 材にした双六 （図14) がまとめて

貼り込まれている。

さて、 ここまでで、 貼り込まれた双六の 約半数を 紹介したことになる。 貼込帖 全体を見通す

と、 実はここを境に、 双六の並べ 方に 変化が見られる。 前 半部分が、 大まかにいって、 絵双六

の歴史的な過程に沿 って、 分類・配列されているのに対して、 後 半部分は、 概ね寛 政期 以 降、

文 化から 天保期を中 心に 制作された双六が、 描かれている 主題 別に分類されて貼り込まれてい

る。 以下、 後 半部分について 具体的に見ていこう。

32から40は、 遊女や遊郭、 また そうした 場で 興じられた 芸事や大道 芸をテ ーマとしている双

六である。 34「 新板 北國廓中 契清道中 装雙六」（図 15) は、 大 門 口を 振り出しに、 江戸の 新吉原

での 廓遊びの 様 子を描いたものである。 また、 37の 「いろはたんかどう けすごろく」 は、 いろ

は 四十八文字を 頭文字としたいろは 歌をめ ぐる双六であるが、 各マスには遊女の 様々な 姿態が

描かれている。 36「 新板大通諸芸すご六」は、 俄や 長唄、 地 口など、 主に 座敷芸として行われ

た諸芸を 取りあげており、 遊郭とのつながりが 強い 内容となっているが、 35 「大 坂下りおでで

こでんすてでこてんてん双六」（図16 ) のような、 辻や 路上で見られた大道 芸を 扱った双六や、

40 「 新板 十 ニ ヶ 月な ぞづくしまり 歌双六」といった、 座敷芸として人 気のあ った 鞠歌 そのもの

をテ ー マとした双六もここに 含まれて分類されている。 吉原の 廓文 化と、 それを 取り巻く諸芸

を分類の基準とした配列であろう。

次の4点、 41から44までは、 旅や名 所にまつわる双六になる。 41 「 新板名 所付五十三次道中

双六」は、 おな じみの 東海道 五十三次を描いた道中双六であるが、 他の 3 点はいずれも 江戸の

名 所を描いたものである。 歌川国直によ って描かれた44 （図17) は、 欠損によって 題名がわか

らないのだが、 「 両国の 涼」 「 亀戸の 藤」「 巣鴨の 菊」など、 四季折々の 江戸の名 所を 紹介してお

り、 上がりは 「上 野花」となっている。 膳を 囲む 3人の 男性が描かれた 振り出しには 蜀山人・

太田南 畝の 狂歌がしるされている。

45 以 降、 54までの1 0点は、 歌舞伎の 役者や 芝居狂言、 黄表 紙を 主題としているものが並べら

れている。 ここでは特に、 墨 屋 吉兵衛や 美濃 屋 平兵衛とい った、 京都の板 元から出されたもの

が中 心を 成している （図 18 ·19 )。 題 材となっている 演目から、 文 化年間に作られたと 思われる

ものが 多く、 いわゆる 「合羽摺」と呼 ばれる 技法のものがほとんどである。

ここに続く5 5 から68までは、 広告双六に該当するものになる。 江戸では、 新装開店や 正月の

初 売りなどの際に、 景物として 得意 客にさま ざまな配り物をしていたが、 双六も そうした物の

一つであった。 戯作 者であると同時に、 日本橋の 薬屋の 主でもあった式 亭三 馬は、 自 店の 商品

を 巧みに 盛り込んだ双六を自ら 制作し、 宣 伝に 役立てていた。 61は そうした三 馬店の 広告双六
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のうちの 一点である （図 20 ）。 また、 5 9 ·6 0にも、 作者名として 三馬の名が見られるが、 これら

は 三馬が 他の 店からの 依頼を受けて作った 広告双六である。 他にも 瀧亭鯉丈といった 戯作者の

名を作者名に持つものも 含まれており、 文 化・文 政期の文人たちが、 コ ピ ー ラ イ タ ーのような

活動をしていたことが 伺われ、 興味深い。

さて、 ここに貼り込まれた14点のうち、 1 1 点はあきらかに宣 伝・ 広告を目的として作られた

双六と見てよいの だが、 64 • 6 5  • 66の 3点 だ けは、 少々 趣を 異にしている。 64 • 6 5 （図 21 ) の

2点は、 江ノ 島を描き、 66は江戸の名所を 取りあげているということから考えると、 先の41か

ら44が貼り込まれていたあたり、 名所を 扱った双六として分類されるのが 自然であるように 思

える。 海運がこれらをここに置いた真の意図は、 計り 知れないのであるが、 俳諧師をは じ め、

柳亭種 彦などの文 人や、 葛飾 北斎、 柴田是真、 南涙、 畢山といった 著名な絵師の名が見られる

ことから、 文人に 関わる物としてここに置いた 可能性が 一つ考えられる。 だが それよりも、 こ

れらの双六が 彼ら 仲間 内で、 配り物として 私製で作られていたと考えられることから、 広告双

六同様、 非売の限 定 品であったという 視点でここにまと められた、 と考えるほうがよいであろ

う。

ともかく 主たる 性格として 「広告」という 機能に 着目して配列されたこれら14点の双六の、
一番 最後に置かれたのは68「諸国紙類大安 売」（図 22) と名 づ けられた双六である。 海運の本業

が 紙 商であったことを 思い 起こすと、 なるほど、 納得がいく。

さて、 いよいよ 最後の 2 点である。 これまで貼り込まれた双六は、 いずれも時代は 異なろう

とも、 日本で作られたものであった。 貼込帖の 最後に登場したのは、 中国の双六である（図 23 ·

24)。 1 7~18世 紀に 制作されたと見られるこの 版画については、 太田南畝が 『南畝萎言』に 記し

ており、 模写図 （図 25 ) も同時に 掲載されている。

近頃水晶宮といへるものをえたり。 西遊 記に似たるもの 也。 ふり出しを 起馬とい ふ。 こま

を 馬子といへばなり。 今 其図をこ ＞にうつして、 児女の目をよろこばしむ。 又骨牌図とい
16 ) 

ふもあり。 桃花場中 桂正興造としるせり。 繁 ければ 略す。

海運の 「雙六類緊」はここで 終わる。 この後には、 先に 全文を 紹介した 仮名 垣魯文による 跛

文が 記され、 それをもって帖を 閉じることとなる。

以上、 「雙六類 衆」の 全体像について、 これらの双六を集 めた人物である海運が、 どのような

意図をもって貼込帖に仕 立てたのか、 に 着目して 述べてきた。 ここでもう 一度振り 返って、 こ

の帖の 構成の特 徴をまと めておこう。
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月
‘
1
’
」 讃 後 32~40 諸芸

半
1 ~ 3  ロ絵 半 41~44 道中 ・ 名所

4 ~ 6  浄土双六 部 45~54 芝居 ・ 役者
部
＾ 年

7 ~10 初期絵双六
＾ 分

55~68 広告

1 1~12 初期道中双六 類
69~70 外来 （ 中国）

代 順‘̀ ―/' 

13~16 豪華版
順 1 3~31 享保期絵双六

17~31 普及版

海運はこの「雙六類緊」を作るにあたり 、 まず前半部において、 絵双六が遊戯と し て庶民層

に定着 していくまでの歴史的な過程を示そうと し たのだろう。 浄土双六がまず流行 し、 その衰

退と共に双六の多様化がみられるようになり 、 道中双六や野郎双六が出現、 享保期 ごろにはか

なり 普及 ・ 定着 していた、 という、 彼の絵双六の歴史観は、 文化 ・ 文政期を中心に、 柳亭種彦

や喜多村信節、 山崎美成とい っ た文人らによ っ て、 さかんに語られた絵双六についての考証に
17 ) 

基づくものだろ う。 後半部は、 それを引き継 ぐ形で、 遊戯と して定着 し た江戸時代後期以降、

いかに双六が多様化 して発展 し、 さらに普及 し たかを、 種類別に分類 し て示 したのだろう。 「 雙

六類衆」は、 蒐集家 ・ 楢崎海運が気紛れに 自分の コ レ ク シ ョ ンのうちから「お気に入り 」を集

めて美 しく帖に仕立てた、 とい うような性格のものではない。 海運なり に、 双六に対する考証

を加え、 それに基づいた分類基準を設 け、 編纂されたものであ っ た。 ゆえに、 題名にはそれに

相応 し く、「類緊」の文字が冠されているのである。

おわ り に

内 田魯庵は、 海運につ いて、 もうひとつ興味深 い エ ピ ソ ー ドを残 し ている。

ツ イ ニ十年ほど前まで日本橋の海運橋の袂に楢屋といふ老舗の紙屋があっ た。 此の楢屋の

主人は其頃マ ダ若かったが、 先代からの江戸の通人で、 文人墨客と廣く交際 していた。 或

時椿岳が フ ラ リ と来て、 主人に向つて云ふには、 俺の虞へ書を頼みに来るものも多 い が、

紙ばつかり で ト ンと絹を持つて来ない、 忠うだい、 一つ絹に描か し て呉ないかと。 そんな

ら羽織の胴裏にでも描いて貰ひませうと、 楢屋の主人は早速 白 羽二重を取寄せ て頼んだ。

椿岳は常から弱輩のくせに通人顔する楢屋が氣に入らなかった乎、 或は羽織の胴裏といふ

のが痕に躙った乎 して、 例の泥綸具で一氣呵成に地獄変相の図を描いた。 頗る見事な 出来

だったので楢屋の主人も大に喜んで、 早速此璽を胴裏と して羽織を仕立てて着ると、 故意
18 ) 

乎、 偶然乎、 膠が利かなかっ たと見えて、 檜具がベ ッタ リ 着物に附いて了 った。

幕末から明治 にか けて活躍 した画家、 淡島椿岳と海運との関わり を伝える話である。 海運の
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生年は、 没年から逆算して、 だいたい万延元年 (1860) ごろ と考えられる。 物心つくこ ろ に、

維新があり、 明治を迎えた世代である。 新しい知識、 新しい物が世の中にあふれ、 一方で日常

のいたるとこ ろ に江戸が色濃 く 残っていた、そうした時代に育ち、 ア イ デンテ イ テ ィ を確立し

た海運が、 これほどまでに 「江戸」 に傾注した生活を送っていたのは、「楢屋の先代は江戸の十

人衆と云はれた幕府の御用達 （材木商） で通人番付の関脇に載 っ た大通人、 先代の血をうけた
19) 

当代も通人」で、 先代も好事で蒐集家であったという、家庭環境に起因するとこ ろ 大であ ろ う。

それでも、 実際に 「江戸」の時代に、 すでに絵師として活動していた椿岳から見ると、 「若輩の

く せ に通人顔する楢屋」 のことは、江戸を知らずに江戸を気取る、「気にいらない若造」 に思え

たのかもしれない。

海運がその晩年まで関 わりを持った根岸党について、 塩谷賛は次のように評している。

この集まりはどこかで江戸につながっている。 璽村は露伴より十二歳上、得知は二十四

歳上で三人とも卯の年だったが、 露伴のほかは幕末の江戸の空気を吸 っ て知っているので

ある。 露伴は吸うことは吸ったが一二歳のときだから何も覚えてはいない。 三人を代表と

して説明したのだが、 得知を最年長者とする集りのこの人たちはこの三人のどれかに属し

ていた。 維新の新しいものに惹かれるよりも旧幕の古いものを懐かしんだ。 今から見れば

明治をいい時代だったように私どもは思うが、 明治にいた根岸党の人たちには明治は江

戸っ子を追い出していなかものが勝手にふるまった時代なのである。 根岸党は生き残った
20 )  

江戸っ子の集りでもあった。

新しい方へ、新しい方へと、 時代が忙しく動いて行く中で、 古い時代のものたちに囲まれて

短い生涯を終えたこの楢崎海運という一コ レ ク タ ーの存在は、明治の近代をある意味で象徴し

ている第一 国立銀行が彼の居所を見下 ろ すようにあった、 ということを合わ せて考えたとき、

一方でまた象徴的に 「明治」 という時代を示しているようにも思えるのである。

【註】

1 ) 紙商とし て の楢崎 に つ い て は 、 明治期の商人録 に以下の よ う な記述が認 め ら れ る 。

・ 『東京商人録』 明治13年刊 （横山錦棚 ・ 編 『東京商人録』 1987年 湖北社）

紙商之部 日 本橋 区

「坂本町一番地 楢崎正兵衛」

・ 『 日 本全国商工人名録』 明治25年刊

東京府武蔵国 （東京市） 和洋紙

「和洋紙商 井罫引 帳簿類 日 本橋区坂本町一 奈良屋 楢崎正兵衛」

・ 『大 日 本紳士鑑』 明治28年刊

「 日 本橋 区坂本町 楢崎正兵衛」

・ 『 日 本全国商工人名録』 明治31年刊
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東京府武蔵国 （東京市 日 本橋区） 学校用 品、 紙問屋
●紙 問屋

「和洋紙問屋 奈良屋 楢崎正兵衛 阪本町一」
彼の没後 に あ た る 、 明治37年 に刊行 さ れた 『東京明覧』 上巻で は 、 第13章商工業紙類の項 目 に 「仝
印刷 製本 仝 ｛ 日 本橋｝ 区坂本町一 （奈良屋） 楢崎庄兵衛」 と い う 記述が見 ら れ る 。 代替

わ り と と も に 印刷業 に転業 し た の か も し れな い 。
な お 、 『 旧幕引継書 目 録 諸問屋名前帳』 （国立国会図書館 1978年 湖北社） に は 、 両替商の十一

番組 に 「奈良屋正兵衛 （慶応二年三月 廿五 日 番組利右衛門天秤譲受加入、 坂本町一丁 目 儀兵衛地借） 」、
ま た 地漉紙仲買 と し て 「奈良屋庄兵衛 （坂本町一丁 目 儀兵衛地借） 」 と い う 記述があ り 、 海運の先代 で
あ る と 考 え ら れ る 。

2 )  「大阪朝 日 新聞」 明治33年 3 月 21 日 号掲載。 な お 、 肥田皓三 「蔵書家楢崎海運」 （肥田 皓三 『 日 本
書誌学大系55 上方学藝史叢致』 青裳堂書店 昭和63年 所収） を参照の こ と 。

3 ) 塩谷黄 『幸田露伴 上』 （中公文庫 昭和52年） 、 180頁。 な お 、 根岸党 に つ い て は 、 塩谷賛 「根岸
党記事」 （ 『露伴 と 遊び』 創樹社 昭和47年） 、 中 込重明 「根岸派 と 洒落ル会」 （『 日 本文学誌要』 63号
法政大学国文学会 平成13年 所収） 等 を 参照。

4 ) 「草鮭記程」 （ 『 明治紀行文学集』 明治文学全集第94巻 昭和49年 筑摩書房 所収） 参照。 な お 、
野田 宇太郎 は、 「明治 の紀行文学」 （明治文学全集第94巻付録 月 報 所載） で、 月 ヶ 瀬の旅館、 騎鶴
楼 に 残 さ れた宿帳 を紹介 し て お り 、 こ の 中 に 根岸党の 一行 と し て 訪れた 「楢崎正兵衛」 の 名 が あ る こ
と を 記 し て い る 。

5 )  「幸田露伴氏 に 物 を 訊 く 座談会」 （ 『露伴全集』 第41巻 昭和55年 岩波書店） 。 な お 、 座談会 に は
質問者 と し て 、 千葉亀雄、 小島政二郎、 菊地寛、 鈴木氏享、 佐佐木茂索 の 5 名 が出席 し て い る 。

6 ) 三村竹清 「本之話」 （ 『 日 本書誌学大系23 ( 2 )  三村竹清集 二』 昭和57年 青裳堂書店） 。 林
若樹 「若樹随筆」 （ 『 日 本書誌学大系29 若樹随筆』 昭和58年 青裳堂書店） 。

7 ) こ れ ら の エ ピ ソ ー ド に つ い て は 、 魯庵 自 身 も 、 以下の よ う な記述 を残 し て い る 。
海運橋の楢崎氏 を尋ね た 時、 森羅萬象 と 題 し た 反古帖十敷帖 を 見 て 、 出雲や海音の も の がバ タ

／＼貼付 け て あ っ た り す る の を見 る と 、 我々 の持つ て る 反古帖な ぞ は馬鹿々 々 し く な る 。 手紙 の
咄が 出 た 時 に 、 ア ナ タ は馬琴の手昏 を お 持 ち で す か と 聞 かれて 、 イ ヤ持つ て い ま せ ぬ と い ふ と 、
戸棚か ら コ モ縄で絡 げた ー と 束の手紙 を 出 し て 、 ド レ で も 二三本お持 ち な さ い と い ふ。 斯 う 澤 山
あ つ て は貰 う 氣 も し な いが、 折角 の好意だか ら 一本貰つ て来た は来たが、 シ カ シ珈重す る 氣 に な
れ ん で誰か に や つ て 了 っ た 。 楢崎君の文庫 を 覗 い て 見て か ら 、 モ ウ 何 も 彼 も 蒐 め る 氣が し な か つ
た 。

（ 内 田 魯庵 「魯庵随筆」 『 内 田 魯庵全集』 別巻所収）
ま た 、 明治29年 3 月 9 日 付 け の 彼の 日 記 に は 「又楢崎 を訪ふ。 柑分 ほ ど に し て 僻す。 」 と い う 記述

も あ り 、 た びた び訪問 し て い た様子が伺 わ れ る 。
8 ) 森銑三 「加賀翠渓翁 と そ の蒐書」 『森銑三著作集』 第11巻 昭和46年 中央公論社
9 ) 林若樹 「若樹随筆」 『 日 本書誌学大系29 若樹随筆』 昭和58年 青裳堂書店
10) 前節で あ げた若樹の記録 に よ る に 海運 の残 し た 蔵書類 は明治36年頃 に 売却 さ れた 、 と 伝 え て お り 、

「雙六類衆」 の所蔵票の年 と 一致 し て く る 。
11 )  『勝海舟全集』 第21巻 （勁草書房 1973年） 所収。
12) 関忠夫 「「雙六類緊」 雑考」 ( 『MUSEUM』 230号 東京国立博物館 1970年）
13) こ の 3 点の双六 に は 、 い ずれ も 題名 に あ た る 表記がな い。 そ れぞ れの名称 は筆者 に よ る 仮称 で あ る 。

な お 、 以降、 ［］ で表記 さ れた名称 は 、 同様 に筆者 に よ る 仮称であ る 。
14) 浄土双六 に つ い て は、 拙稿 「浄土双六考」 （ 『 東京都江戸東京博物館研究報告』 第 1 号 1995年 所

収） を 参照。
15) こ の う ち 、 化物 を描いた 「な ん け ん け れ ど も ば け 物双六」 に つ い て は 、 拙稿 「化物 と 遊ぶ ー な ん け
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ん け れ ど も ば け 物双六 ー 」 （ 『東京都江戸東京博物館研究報告』 第 5 号 2000年 所収） を参照
16) 『南畝萎言』 （ 『 日 本随筆大成』 第二期24 吉川 弘文館 昭和50年）
17) 柳亭種彦の考証随筆であ る 『還魂紙料』 は 、 日 本 に お け る 絵双六 の歴史 を、 最初 に ま と ま っ た 形で

紹介 し た も の と い っ て よ い であ ろ う 。 文政 9 年 (1826) に板行 さ れた こ の 著書 の な か で、 種彦 は俳諧
や噺本、 歌舞伎な ど の 文芸作品 を取 り あ げ、 そ こ か ら 「実証的」 に絵双六の歴史 を叙述 し て い る 。 文
化 ・ 文政期、 江戸 の文人た ち の 間では、 古版の絵双六 に対す る 関心が高 か っ た よ う で、 山崎美成が主
宰 し た 耽奇会で も 、 西原稜江の所蔵す る 絵双六が展観 さ れ た 。 種彦の考証 は、 彼 ら に 少 な か ら ず影響
を与え て お り 、 喜多村信節 『嬉遊笑覧』 や 山崎美成 『博戯犀照』 な ど、 文化 ・文政期 に 出 さ れた考証
随筆 に お け る 絵双六 に 関す る 記述か ら も 、 そ れ を 読み と る こ と がで き る 。

18) 内 田魯庵 『思ひ 出 す人々 』 の う ち 「淡島椿岳」 （ 『 内 田 魯庵全集』 第 4 巻 ゆ ま に 書房 昭和60年）
19) 前掲註18 の巻末 に 掲載 さ れた 「解説」 で は 、 「 内 田家所蔵の 『思 ひ 出 す人々 』 に は 、 七ペ ー ジ に つ

い て念入 り な 書 き 込 み が あ る 。 」 と し て 、 全文 を 紹介 し て い る が、 こ こ に あ げた部分 は 、 「淡島椿岳」
の 章 に 魯庵 自 身が書 き 込ん だ も の 、 と さ れて い る 部分で あ る 。 た だ し 、 前註 1 ) に紹介 し た と お り 、
海運 の先代 が幕末期 に は す で に 紙商 を 営 ん で い た こ と は確かであ る が こ こ で述べ ら れ て い る
よ う な江戸幕府 の御用達商人であ っ た と い う 説 に つ い て は 、 現時点 で は 確認で き な い。

20) 前註 3 ) 『幸田露伴 上』 180~181頁。 ち な み に 、 露伴 は慶応 3 年 (1867) の生 ま れで、 海運
よ り 7 オ ほ ど年下で あ る 。

【付記】
本稿の執筆 に あ た り 、 川 添裕氏、 横山泰子氏 に 多 く の ご教示 を得た。 記 し て感謝申 し上 げ る 。
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奈 療：
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図 1
東京 大 日 本名勝之 内
銀行 第廿五琥
勝 山 英 三 郎／画 ・ 発 行

(1891) 館蔵87102394

海運橋第一

明 治24年

地図 か ら 確認で き る 第一 国
立銀行 と 坂本町一丁 目 の 位
置関係 か ら 、 図 1 に 描 か れ
た 、 橋詰め に建つ 暖簾の あ る
白 い 商家 が海運 の 店 で あ る
可能性が商 い。

図 2
実測東京全図
明治12年 (1879)

『 日 本地図選集』 （人文社）
所収
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図 8 7 古今大将双六

図 6 1 ［浄土双六］

図 7 5 新板浄土双六 図 9 10 新吉原大門口
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図12 22 ぞ う で も お か し き ぢ ぐ ち 双六
図10 12 寛保三癸亥岐蘇道 中雙六

itヽ• 一

＇〇ふ嫁田： 図13 24 大平楽川 ざ ら へす ご六

図11 13 諸商人雙六
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図14 25 新板京 み や げ 金村 や お さ ん た た
図16 35 大坂下 り お でで こ で ん す て で こ て ん

みや伊八す ご ろ く て ん双六

図15 34 新板北 國廊中契情道中装雙六

図17 44 花 ［以下欠損］
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50 新板八陣守護城飛廻雙六

52 辰新板虚空太郎
武者修行噺出世飛雙六
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図20 61  御贔贋御利益初賣 之迎福神以御
蔭出世雙六全

図21 65 鎌倉江ノ 嶋大 山新板往来雙六
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図22 68 諸國紙類大安賣

図24 70 大闇水晶宮 図23 69  骨牌図

図25
『南畝萎言』 巻 1 （太田南畝／著 文宝亭／編 丸

屋甚助／版 文化14年／刊） 館蔵 86200796
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